
⼦育てするなら⻄予応援⽶事業（事業完了のご報告） 【えひめ人口減少対策総合交付金「市町独自提案」 活用事業】

▼農業体験を通じたシビックプライドの醸成
事業目的︓地元のお⽶を⾝近に感じてもらい、ふるさとへの理解を深め、愛着や誇りを育んでもらいたい︕

メディア・SNSを網羅した戦略的広報による認知拡⼤

令和８年度の事業展開〜「⽶」から「⻄予の全産業」へ〜お仕事体験の拡充
本事業の成功モデルを基盤に、R8年度は柑橘・畜産・漁業などへ横展開。「お仕事体験」を軸とした
若年層の定着・回帰を促す独⾃施策をさらに加速させる。

新聞各紙による報道に加え、インフルエンサー（チチトコ・背中男）を起用した情報発信により、
子育て世代へのダイレクトな訴求と地域ブランドの認知向上を実現。
市HPに特設ページを構築し、事業内容のみならず、協⼒事業者（⽣産者）の思いやストーリーを掲載。

R8.３ ⻄予市農業⽔産課

寄付希望者 ※４７人分のお⽶９４０㌔は、市内の⼦ども食堂、学校給食で活用
お⽶配布不要として、申込時に寄付を選択いただいた⽅々のお⽶については、宇和⾼校企画の子ども⾷堂、地域
づくり活動センターが実施する子ども参加型の地域⾷堂、市内保育園、小中学校給⾷に活用。

市内３２人の⽣産者、７品種のお⽶、約１５トンが集まる︕


